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あ
る
も
と
の
敷
地
の
造
形
を
生
か
し

な
が
ら
、各
学
部
を
つ
な
ぐ
東
西
軸
の

延
長
上
に
新
デ
ザ
イ
ン
棟
の
動
線
を

作
り
、中
棟
は
透
明
で
開
放
的
な
空

間
に
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
中
央
部
と
の
つ
な

が
り
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。ま
た
高
低

差
を
生
か
し
、学
生
の
動
線
も
考
慮
。

湿
気
の
多
い
敷
地
か
ら
作
品
保
護
に

配
慮
し
高
床
式
に
す
る
な
ど
、よ
り
快

適
に
作
品
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
場

と
な
り
ま
し
た
。

約
2
年
余
り
の
工
事
期
間
を
経
て
、今
春
、新
し
く
デ
ザ
イ
ン
棟
が
竣
工
さ
れ
ま
し
た
。

（
旧
デ
ザ
イ
ン
棟
は
改
修
し
て
別
の
用
途
に
使
う
こ
と
を
検
討
中
）

新
デ
ザ
イ
ン
棟
は
キ
ャ
ン
パ
ス
を
構
築
し
た
吉
村
順
三
氏
の
遺
伝
子
を
受
け
継
ぎ
、

今
ま
で
の
良
さ
を
残
し
、新
た
な
機
能
を
取
り
入
れ
た
建
物
と
し
て
完
成
。デ
ザ
イ

ン
専
攻
の
水
津
功
教
授
、佐
藤
直
樹
准
教
授
、夏
目
知
道
准
教
授
の
案
内
で
学
生
と

と
も
に
見
学
し
ま
し
た
。	

	
	

  

　（
取
材
・
文
　
小
山
芳
恵
）
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歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
　

機
能
や
空
間
要
素
を
充
実

　

愛
知
県
立
芸
術
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、日
本
を
代
表
す
る
建
築
家
、吉

村
順
三
氏
の
設
計
に
よ
る
建
物
や
ラ

ン
ド
ス
ケ
ー
プ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、

１
９
６
６
年
の
開
学
以
来
ほ
と
ん
ど

の
施
設
が
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。し
か
し
、昨
今
の
デ
ザ
イ
ン

表
現
の
多
様
化
、大
型
化
に
と
も
な

う
制
作
環
境
の
必
要
性
を
は
じ
め
、

３
D
プ
リ
ン
タ・レ
ー
ザ
ー
加
工
機
な

ど
の
最
新
機
器
の
充
実
な
ど
が
急
務

と
な
り
、新
デ
ザ
イ
ン
棟
を
計
画
。旧

デ
ザ
イ
ン
棟
は
残
す
形
で
、「
キ
ャ
ン
パ

ス
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
２
０
１
１
」に
基
づ

き
平
成
29
年
度
よ
り
新
デ
ザ
イ
ン
棟

の
施
工
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

新
デ
ザ
イ
ン
棟
は「
今
ま
で
の
良
さ

を
残
し
つ
つ
、今
ま
で
な
か
っ
た
も
の
を

取
り
入
れ
る
」と
い
う
思
い
の
も
と
、吉

村
氏
が
手
が
け
た
既
存
の
キ
ャ
ン
パ
ス

を
継
承
し
な
が
ら
構
成
。高
低
差
の

左 : 佐藤准教授 / 右: 水津教授
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新
デ
ザ
イ
ン
棟
へ
込
め
た
思
い

　

新
デ
ザ
イ
ン
棟
は
吉
村
氏
の「
痩
せ

た
形
」の
設
計
理
念
も
継
承
し
、学
部

ア
ト
リ
エ
な
ど
が
あ
る
北
棟
、プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
考
慮
し
た
中
棟
、コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
室
な
ど
新
た
な
機
能
を
備

え
た
南
棟
の
３
つ
の
棟
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。特
に
新
し
い
ア
ト
リ
エ
は
旧
デ

ザ
イ
ン
棟
同
様
、１
年
か
ら
４
年
ま
で

が
大
空
間
に
。「
先
輩
と
後
輩
が
同
じ

空
間
で
学
び
合
う
す
ば
ら
し
さ
を
引

き
継
ぎ
ま
し
た
」と
水
津
教
授
。ア
ト

リ
エ
内
に
は
新
た
に
制
作
工
房
も
配

置
。こ
こ
で
木
工
や
金
工
、ス
プ
レ
ー
作

業
を
行
う
こ
と
で
絵
画
や
パ
ソ
コ
ン
作

業
を
す
る
学
生
も
よ
り
作
品
に
集
中

で
き
ま
す
。

　

ま
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
も
設
け
、デ
ジ

タ
ル
教
育
環
境
も
強
化
。「
ア
ナ
ロ
グ
の

デ
ザ
イ
ン
力
を
デ
ジ
タ
ル
へ
展
開
す
る

能
力
を
高
め
て
い
き
た
い
」と
水
津
教

授
は
い
い
ま
す
。他
に
も
作
品
撮
影
や

録
音
ブ
ー
ス
も
備
え
た
ユ
ー
テ
ィ
リ

テ
ィ
ス
タ
ジ
オ
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど
に

活
用
で
き
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
な
ど
旧
ア
ト
リ
エ
に
は
な
い
空
間
を

設
置
。多
様
化
す
る
学
び
に
対
応
し
、

ま
た
外
部
と
の
連
携
の
場
と
し
て
新

た
な
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

1 館銘板前にて集合写真撮影
2 プレゼンテーションルーム見学の様子
3 ユニバーサルデザインについて解説
4 サインデザインについて解説
5 アトリエ見学の様子

1

2

5

4 3
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新デザイン棟の館銘板は「芸大らしいおもしろく
シンボリックなものを作りたい」と佐藤准教授が
考案。漢字の「美」の字をデザインし、人のように
も見える館銘板は「宇宙人みたいでおもしろい！」
と学生からも好評です。「万が一ぶつかってもケ
ガをしないように」と丸みを帯びた形にするなどの
細やかな配慮も考えられています。

シンボリックな
新デザイン棟の館銘板

外のエレベーター横や階段に設置された手すり
の裏には点字を取り入れ、視覚障害者でも安全
に移動できるように配慮。デザイン棟の案内図に
も点字を備えています。またメイン階段には照明を
取り付け、段差がわかるようにマークをつけるなど
すべての人にとって優しいユニバーサルデザイン
を採用しています。

すべての人に優しい
ユニバーサルデザイン

topics
注目のトピックス

プレゼンテーションルーム前の廊下には、プロジェ
クターでサインを投影。カンファレンスや展覧会な
ど、状況に応じて可変なサインとなっています。
「必要な情報をわかりやすく伝えたい」という佐藤
准教授の言葉にうなずく学生も。今後は学生の
意見やアイデアを取り入れながらさらにわかりや
すいサインにする予定です。

可変性を重視した
サイン計画

天井が高い撮影スタジオはこれまでのようにバッ
ク紙を必要とせず、作品撮影ができるように。これ
まで撮影に限界があった大型の作品も、しっかり
と撮影できるようになりました。またアニメなどの動
画制作に対応する録音ブースもあり、学生からは

「すごい！こういうスタジオがほしいと思ってた！」と
感嘆の声が聞かれました。

動画制作にも対応する
撮影スタジオ

開放感あふれる吹き抜けのプレゼンテーション
ルームは作品展示スペースとしての活用や、カン
ファレンスなどが行えるようにプロジェクター装置を
設置。天井は採光を調整できるルーバー式を採
用、作品展示のためのフックも備えられています。
床暖房も完備、「床に大の字で横になりたくなる」
と皆が絶賛する暖かさです。

TPOで柔軟に対応する
プレゼンテーションルーム

新デザイン棟ツアーレポート

新しいアトリエは学年ごとにガラスのパーテーショ
ンで空間を確保。高い天井にはフックを設置し、
作品が吊り下げられるようになっています。また壁
際には棚が設けられ、作品の講評ができるように
配慮。金工や木工、スプレー作業を行える制作
工房には学生からも「こういうスペースができて嬉
しい」と喜びの声が上がりました。

多機能を備えた
作業効率のよい新アトリエ

ツ
ア
ー
を
終
え
た
学
生
の
声

　

今
回
、新
デ
ザ
イ
ン
棟
の
見
学
ツ
ア
ー
に
参

加
し
た
3
、4
年
生
の
学
生
か
ら
は
見
学
後
さ

ま
ざ
ま
な
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。ま
ず
は

「
ス
タ
ジ
オ
が
衝
撃
的
だ
っ
た
。撮
影
場
所
に

困
っ
て
い
た
の
で
嬉
し
い
」と
い
う
声
。

　

ま
た
ア
ト
リ
エ
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

に
つ
い
て
は「
今
ま
で
乱
雑
な
風
景
の
中
に
作

品
を
置
く
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、美
し
い
空
間

に
作
品
を
置
い
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
楽

し
み
で
す
」と
い
う
意
見
も
上
が
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
外
の
広
い
ピ
ロ
テ
ィ
や
憩
い
の
空
間
に
つ

い
て
も「
こ
れ
ま
で
場
所
の
確
保
が
大
変
だ
っ
た

け
れ
ど
、ゆ
っ
く
り
と
大
型
作
品
の
制
作
に
取

り
か
か
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
」と
期
待
を

寄
せ
る
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
整
っ
た
制
作
環
境
に
、「
創

造
力
も
か
き
た
て
ら
れ
る
。し
っ
か
り
と
い
い
作

品
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
」と
意
気
込
む
様

子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。



news
在学生・卒業生の昨年の主なニュース
期間:平成30年1月から平成30年12月まで

美術学部/美術研究科

専攻 氏名 学年・卒年 展覧会・コンクール名等 受賞名

日本画 平林  貴宏 2005 修了 第73 回春の院展 奨励賞
安井  彩子 2011 修了 第 6 回郷さくら美術館 桜花賞展 館長賞
外山  諒 博前 2 年 再興第103 回院展 入選
長尾  美輝 博前 2 年 再興第103 回院展 入選

青木  万耶 学部 4 年 第73 回春の院展 入選

青木  万耶 学部 4 年 再興第 103 回院展 入選
橋本  薫奈 学部 4 年 再興第 103 回院展 入選
吉川  由希子 学部 3 年 第 36 回上野の森美術館大賞展 優秀賞・フジテレビ賞
江川  史織 学部 3 年 第 36 回上野の森美術館大賞展 入選

油画
版画

石場  文子 2016 修了 VOCA 展 2019　現代美術の展
望─新しい平面の作家たち

VOCA奨励賞

大東  忍 博前 2 年 Future Artists Tokyo 展 2019 出展
鈴木 彩乃 博前 1 年 Future Artists Tokyo 展 2019 出展

油画 野田  千晴 学部 4 年 第39 期国際瀧冨士美術賞 特別賞
山本  絃美 学部 4 年 第39 期国際瀧冨士美術賞 優秀賞

彫刻 下平  知明 2003 修了 第15 回 KAJIMA 彫刻コンクール 金賞
児玉 佑司 2017 修了 平成 29 年度長久手市長賞
辻  將成 博前 2 年 KRP PUBLIC ART PROJECT 最優秀賞
辻  將成 博前 2 年 ギャラリー美の舎 

学生選抜展 2018
奨励賞

デザイン 汲田  楓 博前 2 年 平成30 年度中川運河助成
ARToC10

トライアル部門
採択

張  羽桐 博前 2 年 日本デザイン学会　第３支部 優秀発表賞
高田  颯平 学部 2 年 connectA Award 2018 

Exhibition START展
審査員特別賞

野木  健矢 学部 2 年 connectA Award 2018 
Exhibition START展

審査員特別賞

陶磁 小枝  真人 2000 修了 第65 回日本伝統工芸展 日本工芸会奨励賞
小枝  真人 2000 修了 平成 30 年度静岡県文化奨励賞
屋我  優人 2013 修了 第 49 回東海伝統工芸展 中日賞
横井  友香 2017 卒業 平成 29 年度長久手市長賞

宮下  陽 博前 研修 第 48 回東海伝統工芸展 入選
清水   美香子 博前 2 年 第 49 回東海伝統工芸展 入選
滝本  汐里 博前 2 年 第 7 回そば猪口アート公募展 入選
藤井  茉弥 博前 2 年 第 49 回東海伝統工芸展 入選
岩堀  真夕 博前 1 年 第13回 CBC 翔け！

二十歳の記憶展
審査員特別賞

蒲谷  友理 学部 4 年 第 26 回テーブルウェア大賞
～優しい食空間コンテスト～

テーブルウェア・オリジ
ナルデザイン部門 入選

専攻 氏名 学年・卒年 展覧会・コンクール名等 受賞名
作曲 坂田  直樹 2006 卒業 第 66 回尾高賞

坂田  直樹 2006 卒業 第 28 回芥川作曲賞
芳賀  傑 2014 卒業 第 6 回クードヴァン国際交響

吹奏楽作曲コンクール
第 1 位

岡田  智則 博前 2 年 Contemporary Computer Music 

Concert2019

入選

倉地  佑奈 博前 1 年 北野生涯教育振興会 音楽奨学金
澤田  恵太郎 学部 1 年 JOE HISAISHI presents MUSIC 

FUTURE VOL.5 
第 2 回 Young Composer's 
Competition

第 1 位

声楽 吉田  珠代 2002 修了 第12 回岩城宏之音楽賞
中道  友香 2012 修了 第 22 回松方ホール音楽賞 声楽 ( 歌曲・宗教曲）

部門 奨励賞
小林  美咲 2016 修了 第17 回三重県文化賞 文化新人賞
川越  未晴 2017 修了 第 9 回 2018 岐阜国際音楽祭

コンクール
専門コース、声楽部門一
般Ⅰ優勝、岐阜市長賞、
文化人特別賞、優秀賞

川越  未晴 2017 修了 文化庁委託事業 〈平成 30 年度 
次代の文化を創造する新進芸
術家育成事業〉新進演奏家育
成プロジェクトオーケストラ・
シリーズ　第 44 回 名古屋

合格 ( ソプラノ）名古屋
フィルハーモニー交響
楽団と共演

蔦谷  明夫 2017 卒業 滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール オーディションに合格、
メンバーとして採用

川田  真由 博前 2 年 第9 回 2018 岐阜国際音楽祭
コンクール 

声楽部門 一般Ⅰの部
第 2 位

原田  奈於 博前 2 年 第 72 回全日本学生音楽
コンクール

名古屋大会本選声楽
部門 大学の部 第 2 位

原田  奈於 博前 2 年 新国立劇場オペラ研修所
第22 期生

合格

音楽学部/音楽研究科

専攻 氏名 学年・卒年 展覧会・コンクール名等 受賞名

声楽 長冨  将士 博前 1 年 第 72 回全日本学生音楽コンクール 名古屋大会本選声楽
部門 大学の部 第3位

中村  侑佳 学部 4 年 第 9 回 2018 岐阜国際音楽祭コンクール 専門コース、声楽部
門 大学生 第 2 位

長谷川  智之 学部 4 年 第 9 回 2018 岐阜国際音楽祭コンクール 専門コース、声楽部
門 大学生 第 3 位

松原  三和 学部 4 年 第19 回岐阜市新進演奏家コンサートオーディション 声楽部門 合格
御前  佳音 学部 4 年 第10 回東京国際声楽コンクール 本選 大学生部門 入選
田中  明里子 学部 3 年 第72 回全日本学生音楽コンクール 北九州大会 声楽部門 大学の部

第1位
田中  明里子 学部 3 年 第 72 回全日本学生音楽コンクール 全国大会 声楽部門 大学の部

入選
岡  菜月 学部 2 年 第 24 回みえ音楽コンクール 声楽部門 大学生・大

学院生の部 奨励賞
柴田  千沙都 学部 2 年 第28 回 日本クラシック音楽コンクール 全国大会 声楽部門 大学女子の部

入選
寺島  大雄 学部 2 年 第20回日本演奏家コンクール本選 声楽部門 大学生の部

第1位
ピアノ 猪子  杏奈 2017 卒業 文化庁委託事業 〈平成 30 年度 次代の文化を創造す

る新進芸術家育成事業〉新進演奏家育成プロジェ
クト オーケストラ・シリーズ　第44 回 名古屋

合格 ( ピアノ）名古
屋フィルハーモニー
交響楽団と共演

鵜殿  里菜 博前 2 年 北野生涯教育振興会 音楽奨学金
鈴木  美穂 博前 2 年 第42 回ピティナ・ピアノコンペティション 特級セミファイナル 入選
天野  穂乃香 学部 3 年 全日本アールンピアノコンペティション総合全国大会 F 級 第 3 位、総合

全国大会 第 2 位
天野  穂乃香 学部 3 年 ショパン国際ピアノコンクール in ASIA 全国大会銀賞、

アジア大会銅賞
山下  響 学部 3 年 第9回 2018 岐阜国際音楽祭コンクール ピアノ部門 大学の部

第 2 位・文化人特別賞
弦楽器 塚本  衣美 2014 修了 カルロヴィ・ヴァリ シンフォニーオーケストラ 入団 ( コントラバス）

加藤  泰徳 2003 卒業 名古屋フィルハーモニー交響楽団 入団 ( チェロ）
太田  咲耶 2015 卒業 文化庁委託事業 〈平成 30 年度 次代の文化を創造す

る新進芸術家育成事業〉新進演奏家育成プロジェ
クト オーケストラ・シリーズ　第 44 回 名古屋

合格 ( ハープ）名古
屋フィルハーモニー
交響楽団と共演

牧野  葵 博前 2 年 市川市文化振興財団 第 31回新人演奏家コンクール 最優秀賞受賞
荒川  太一 学部 3 年 第 28 回日本クラシック音楽コンクール 全国大会 ヴァイオリン部門 大

学の部 第 5 位 (1～ 4
位該当者なし）

高橋  美香 学部 3 年 第 21 回長江杯国際音楽コンクール 弦楽器部門 大学の部
第 2 位 (1 位なし）

黒川  真洋 学部 3 年 第 72 回全日本学生音楽コンクール 名古屋大会 チェロ部門 大学の部
第1位

黒川  真洋 学部 3 年 第 72 回全日本学生音楽コンクール 全国大会 チェロ部門 大学の部
入選

大堀  はな 学部 3 年 アジアユースオーケストラ 2018 オーディション合格
(ヴァイオリン）
アジアツアー参加

久永  彩加 学部 2 年 第 34 回全日本ジュニアクラシック音楽コンクール全国大会 大学生の部 奨励賞
久永  彩加 学部 2 年 第72 回東京国際芸術協会新人演奏会オーディション 合格
岡本  紗季 博前 1 年

第 1 回名古屋 international 音楽コンクール 室内楽部門
第 3 位 (1･2 位なし）

大田原  聖 学部 研究
才加志  美優 学部 4 年
新井  千晶 学部 3 年
才加志  美優 学部 4 年

ザルツブルク＝モーツァルト国際室内楽コンクール
2018 特別賞

新井  千晶 学部 3 年
岡本  紗季 博前 1 年
大田原  聖 学部 研究

管打楽器 細川  杏子 2017 修了 平成 29 年度長久手市長賞
平光  優里 2014 卒業 第16 回イタリア国際打楽器コンクール マリンバ B部門 第2位
福岡  詩織 2015 卒業 愛知室内オーケストラ 入団 (トランペット）
星野  朱音 2015 卒業 藝大フィルハーモニア管弦楽団 入団 (トランペット）
佐藤  杏奈 2016 卒業 文化庁委託事業 〈平成 30 年度 次代の文化を創造す

る新進芸術家育成事業〉新進演奏家育成プロジェク
ト オーケストラ・シリーズ　第 44 回 名古屋

合格 ( アルト・サク
ソフォン）名古屋
フィルハーモニー交
響楽団と共演

深井  蓉子 博前 1 年 北野生涯教育振興会 音楽奨学金
岩本  麻祐子 学部 4 年 第 2 回名古屋トロンボーンコンペティション 若手演奏家ソロ部門

第 3 位
小阪  怜佳 学部 4 年 文化庁委託事業 〈平成 30 年度 次代の文化を創造する

新進芸術家育成事業〉新進演奏家育成プロジェクト 
オーケストラ・シリーズ　第44 回 名古屋

合格 ( オーボエ）名
古屋フィルハーモ
ニー交響楽団と共演

岡田  薫子 学部 3 年 第5回刈谷国際音楽コンクール フルート部門 一般の部
優秀賞

岩石  茉奈 学部 3 年 第 2 回名古屋トロンボーンコンペティション 若手演奏家ソロ部門
第 1 位

青山  夏大 学部 3 年 第 4 回 J.E.T.A 学生ソロコンクール本選 第 2 位
野本  淳之亮 学部 2 年 第20 回日本演奏家コンクール本選 木管楽器部門

大学生の部 第 3 位
木村  玲 学部 2 年 第 35 回日本管打楽器コンクール ユーフォニアム部門

第 3 位
岩本  麻祐子 学部 4 年

第 2 回名古屋トロンボーンコンペティション アンサンブル部門
第1位

中村  沙帆 2017 卒業
髙田  和響 学部 4 年
岩石  茉奈 学部 3 年
細川  杏子 2017 修了

第 92 回レオポルド・ベラン コンクール 室内楽部門
第2位

岡田  麗紗子 2016 卒業
安田  莉子 2017 修了
巣立  ひかり 学部 3 年
山崎  瑞季 2017 修了

※卒業・修了年は年度で記載しています。
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　私は2003年度から4年間、愛
知県立芸術大学の作曲専攻で
学びました。在学中はとにかく沢
山の曲を書いて、同期の友人と
演奏会を開いたり、充実した日々
を送ることができました。また、美
術学部と音楽学部で積極的に自
主企画が行われていたので、音
楽以外の世界に触れる機会もあ
り、大きな刺激になりました。ほか
に、当時は芸術祭で朝までお酒
を飲みながらばか騒ぎをしていた
ような時代だったのですが、そこ
では創作の苦楽を分かち合う仲
間と、何にも代えがたい夢のような
時間を過ごすことができました。
　振り返ってみると当時の作品は
とても稚拙で、結局のところ録音
や楽譜はおおかた破棄すること
になりました。一方で、未熟ではあ
りながらも、そのとき自分が感じて
いたリアリティを追求したことは、
その後の音楽活動に対して大き
な糧になったと感じています。

　2007年に大学を卒業後、フラ
ンスに留学しました。近代から現
代までフランスの音楽に特に興
味を持っていたので、国選びに
迷いはありませんでした。音楽学
校としては世界で最も歴史と伝
統があるパリ国立高等音楽舞踏
院や、音楽における先端技術の
応用について、世界でも最高峰
の 研 究 施 設 のひとつである
IRCAM（フランス国立音響音楽
研究所）にて研鑽を積むことで、
愛知芸大で得たものを大きく成長
させることが出来たと思っていま
す。たとえば、先述の二施設では
充実した電子音楽の経験を得る
ことができました。テクノロジーを
用いた制作は自分の耳に変化を
もたらし、器楽作品に対する取り
組み方にも影響を及ぼしました。
また、海外で生活することで、自
分のアイデンティティについても深
く考えることになりました。試験や
プロジェクトの売り込みなど、音楽

について言語化する機会も多く、
より自覚的に自分の美学を見つ
めることになりました。
　フランスでの学生生活を終え、
この10年の集大成として制作し
たオーケストラのための《組み合
わされた風景》は2017年度武満
徹作曲賞第1位、第66回尾高
賞、第28回芥川作曲賞の3作曲
賞受賞という幸運な結果につな
がりました。ヨーロッパでの経験が
評価されたことを嬉しく思うと同時
に、誰からも指摘のない曲の一部
分に思いを巡らせています。実
は、愛知芸大時代の担当教官で
あった寺井尚行先生から学んだ
オーケストレーションが作品内に
施されています。10年以上前に
実践したことが、作品のなかに突
然浮かんでくることに驚きと懐かし
さを覚えます。この曲は、徒手空
拳の自分を育ててくださった彼に
捧げられています。

愛知芸大で培ったものを、フランスで育てた10年間
音楽学部作曲専攻作曲コース 2006年度卒業

坂田 直樹 さかた・なおき

1.2 NHK交響楽団による 
      「ミュージック・トゥモロー2018」での
      《組み合わされた風景》の演奏風景 
3    NHK交響楽団による 
      「ミュージック・ トゥモロー2018」での
      第66回尾高賞授賞式 1

3

2

©NHK 交響楽団

©NHK 交響楽団

©NHK 交響楽団

©2018 Keïta Nakagawa

1981年、京都市生まれ。パリ在住。愛知県立芸術大学、パリ・エコール・ノルマル音楽院をそれぞれ首席で卒業。
パリ国立高等音楽院を修了ののち、IRCAMにて研修を受ける。
入野賞、武満徹作曲賞第1位、尾高賞、芥川作曲賞など受賞多数。
これまでにサントリー芸術財団、フランス・ミュージック、フランス文化省など国内外からの委嘱を受け、
作品はNHK交響楽団など、威信のある団体により演奏されている。
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2001年に作詞作曲グループ「BOUNCEBACK」の作曲担当としてデビュー。
2003年に浜崎あゆみ「No way to say」で日本レコード大賞受賞。
2006年AKB48に提供した「会いたかった」はオリコンシングルチャートで60週チャートインを果たす。
他にBoA、EXILE、AAA、Hey!Say!JUMP、DJ OZMA、前川清、岩崎宏美等、現在も多数のアーティストに楽曲を提供している。
エイベックス・マネジメント株式会社所属。

　「河出智希」。この名前を見て、
「あ！あの！」とピンとくる人がどのく
らいいるでしょうか。でも「AKB48
の《会いたかった》」と言えば、

「あ！あの曲！」とわかる方はとても
多いでしょう。河出智希さんは、こ
の誰もが知るヒット曲の作曲者で
す。そして、愛知芸大の卒業生で
もあるのです。
　河出さんは、愛知芸大の学部、
大学院で学ばれた後、J-POPの
作曲家に転身されました。筆者
は、河出さんと学生時代が５年間
重なっていました。学生時代の河
出さんは、とにかくよく「書いている
人」でした。作品演奏会、芸祭や
試演会などで演奏される彼の作
品は完成度も高く「河出さんすご
いよね」と同級生とよく話したもの
です。在学中に第１回朝日作曲
賞を受賞、日本サクソフォーン協
会第2回サクソフォーンの為の作
品コンクール第2位、卒業時に
オーケストラ作品により本学の桑

原賞も受賞されています。現代音
楽や吹奏楽において学生時代か
らすでにそのセンスは学外にもよ
く知られるものだったのです。大
学院生だったある日「河出さん、
卒業したらどうすんの？」と聞いた
私に彼は「うーん。僕実はまだ演
歌の道も諦めてないんだよね」と
答えたのです。その答えを聞いて

「どういうことなんだろう」と、とても
不思議に思ったものです。
　筆者からすると、卒業後東京
に行った河出さんは気付いたら
ヒットメーカーになっていたという
印象でした。浜崎あゆみ「No 
way to say」で日本レコード大賞
受賞、AKB48「会いたかった」は
オリコンシングルチャートで60週
チャートインするロングセラー作品
となるなど、エイベックスの作曲家
としてヒットを飛ばす河出さんです
が、筆者の印象通り卒業後は順
風満帆だったのでしょうか。
　昨年11月、芸術講座「次世代

教育シリーズ」にて、河出さんを
本学にお招きしました。講座は筆
者が聞き手となって対談形式で
行い、そのあたりのこともお話しい
ただきました。
　卒業後デビューするまでは、や
はり、紆余曲折だったようです。こ
の日のお話の中で印象深かった
のは、ヒット曲を作曲するためには
どのように書くべきかということを
じっくりと分析していたということで
した。有線でヒット曲をチェックし、
徹底的に聴いたとお話しされまし
た。考えてみれば「徹底的に聴く」
というのは現代音楽においても重
要なことです。
　講座の最後、後輩にあたる在
学生へのメッセージとして彼は

「みんなきっと今は色 と々悩むこと
があると思う。でも、それは大人に
なっても同じこと。そして、人生の
すべての選択の責任は自分にあ
る」と少し厳しいことを話し、最後
に一言「幸せになってください」と

締めくくりました。
　良い作品を作り出すためにただ
ただそれに打ち込むこと。学生時
代も今もその姿勢に変わりのない
河出さんは、筆者にとって自慢の
先輩であることも学生時代と同じ
であり、それはまた、本学の誇れる
卒業生であるとも言えるでしょう。

現代音楽からJ-POPへ ～河出智希（BOUNCEBACK）～
大学院音楽研究科作曲領域 1992年度修了

河出 智希 かわで・ともき

芸術講座「次世代教育シリーズ」の様子 芸術講座「次世代教育シリーズ」の様子

pick up
活躍する卒業生コメント

文：成本理香（作曲専攻作曲コース准教授）
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教
養
教
育（
教
職
入
門
ほ
か
）

三
品 

陽
平 

み
し
な
・
よ
う
へ
い

　

教
養
教
育（
教
職
課
程
）の

「
教
職
入
門
」、「
教
育
原
理
」、

「
道
徳
教
育
指
導
論
」、「
教
育
実

習
」、そ
の
他
教
職
関
連
業
務
を

担
当
し
て
い
ま
す
。理
学
部
生
物

系
で
進
化
を
学
び
、5
年
間
岐
阜

で
高
校
教
諭（
理
科
）を
勤
め
ま

し
た
。退
職
後
、大
学
院
に
進
学

し
、中
部
大
学
に
5
年
間
勤
務
、

今
年
度
か
ら
幸
運
に
も
愛
知
芸

大
に
奉
職
い
た
し
ま
し
た
。40
年

を
行
って
い
ま
す
。

　

芸
術
の
素
養
の
な
い
私
が
本
校

で
教
職
課
程
担
当
を
す
る
こ
と
に

つ
い
て
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
学
生
の
熱
心
な
授
業
参

加
の
お
か
げ
で
大
過
な
く
1
年

目
を
過
ご
せ
ま
し
た
。毎
回
の
授

業
感
想
に
は
鋭
い
学
生
意
見
も

見
ら
れ
、私
自
身
が
学
び
な
が
ら

授
業
を
作
って
お
り
ま
す
。

間
、憧
憬
の
念
を
抱
き
つ
つ
も
芸

術
に
は
全
く
縁
の
な
い
生
活
で

す
。こ
れ
を
機
に
何
か
新
た
な
趣

味
で
も
、と
思
いつつ
何
も
せ
ず
に

現
在
に
至
り
ま
す
。

　

私
の
研
究
は
、小
中
学
校
教
員

の
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
に
つい

て
で
す
。男
女
共
同
参
画
社
会
に

お
け
る
市
民
と
し
て
の
教
員
の
仕

事
と
生
活
の
在
り
方
に
つい
て
、イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
く
質
的
分
析

音
楽
学
部
器
楽
専
攻
管
打
楽
器
コ
ー
ス（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）

ト
ン・
ブ
ル
ッ
ク
ス
・
ノ
ブ
オ 

修
了
。そ
の
後
、大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
首
席
奏
者
と
し
て
、オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
や
室
内
楽
、ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト

を
年
間
約
1
0
0
回
行
っ
て
き

ま
し
た
。世
界
一
流
の
先
生
方
か

ら
学
ん
だ
コ
ツ
と
、そ
の
後
自
分

で
積
み
重
ね
て
き
た
経
験
を
生

か
し
て
、皆
さ
ん
が
持
って
い
る
才

能
を
最
大
限
に
引
き
出
し
た
い

と
思
い
ま
す
！

　

2
0
1
8
年
度
よ
り
音
楽
学

部
器
楽
専
攻（
管
打
楽
器
）准
教

授
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。米
ミ

シ
ガ
ン
州
の
イ
ン
タ
ー
ロッ
ケ
ン
芸

術
高
校
、ミ
シ
ガ
ン
大
学
の
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
演
奏
科
と
ピ
ア
ノ
演
奏
科

で
学
び
、同
大
学
卒
業
後
、日
本

の
桐
朋
学
園
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ・ア
カ

デ
ミ
ー
に
在
籍
し
た
後
、デ
ュ
ポ
ー

ル
大
学
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
演
奏

科
、ピ
ア
ノ
演
奏
科
の
修
士
課
程

音
楽
学
部
器
楽
専
攻
管
打
楽
器
コ
ー
ス（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）

井
上 

圭 

い
の
う
え
・
け
い

　

こ
の
度
准
教
授
と
し
て
着
任

致
し
ま
し
た
、井
上
圭
と
申
し
ま

す
。領
域
は
管
打
楽
器
で
、専
門

は
ト
ラ
ン
ペッ
ト
奏
法
の
研
究
で

す
。 

出
身
は
九
州
の
熊
本
県
で
、

東
京
で
勉
強
し
、名
古
屋
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
への
入
団
を

機
に
2
0
0
6
年
か
ら
愛
知
県

に
住
ん
で
い
ま
す
。本
学
と
の
出

会
い
は
大
学
2
年
次
に
四
芸
祭

（
現
五
芸
祭
）で
の
交
流
が
最
初

だ
っ
た
の
で
、約
20
年
に
な
り
ま

す
。そ
の
時
に
出
会
っ
た
友
人
達

と
の
交
流
は
現
在
も
続
い
て
い
ま

す
。本
学
の
卒
業
生
の
活
躍
は
目

覚
ま
し
く
、海
外
で
の
活
躍
も
目

立
ち
ま
す
。本
学
の
よ
う
な
名
門

が
今
後
更
に
発
展
し
て
い
く
お

手
伝
い
を
す
る
こ
の
仕
事
に
使
命

感
と
興
奮
を
感
じ
て
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
も
微
力
な
が
ら
精
一杯
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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音
楽
学
部
作
曲
専
攻
音
楽
学
コ
ー
ス

東
谷 

護 

と
う
や
・
ま
も
る

　

2
0
1
8
年
4
月
に
音
楽
学

コ
ー
ス
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。音

楽
学
と
い
う
学
問
領
域
が一般
的

に
は
、さ
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
と

こ
ろ
に
加
え
て
、私
が
主
専
攻
と

す
る
ポ
ピ
ュラ
ー
音
楽
研
究
は
音

楽
学
の
な
か
で
も
さ
ら
に
マ
イ

ナ
ー
な
存
在
で
す
の
で
、本
学
が

私
を
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

研
究
テ
ー
マ
と
し
て
、「
現
代
に

お
け
る
音
楽
実
践
の「
場
」か
ら

生
成
さ
れ
る
音
楽
文
化
の
研
究
」

と「
20
世
紀
以
降
の
音
楽
表
現
史

音
楽
学
部
器
楽
専
攻
弦
楽
器
コ
ー
ス（
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
）

渡
邉 

玲
雄 

わ
た
な
べ・
れ
お

調
和
。ま
す
ま
す
輝
け
る
可
能

性
の
原
石
を
、こ
こ
愛
知
で
、志
の

高
い
学
生
と
と
も
に
磨
き
上
げ
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
中
で
最
も
低
い
音
域
を
担
当

す
る
楽
器
で
、そ
の
風
貌
や
特
性

か
ら『
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
縁
の
下
の

力
持
ち
』と
呼
ば
れ
ま
す
。オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
全
奏
の
中
か
ら
コ
ン

ト
ラ
バ
ス
の
音
だ
け
を
鮮
明
に
捉

え
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
で

す
が
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
作
品
に
は
こ

の
楽
器
が
絶
対
に
欠
か
せ
ま
せ

ん
。料
理
で
言
え
ば
、お
味
噌
汁

に
入
れ
る
お
出
汁
の
よ
う
な
役
割

で
し
ょ
う
か
。ど
ん
な
料
理
で
も

の
構
築
」を
掲
げ
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査
を
中
心
に一次
資
料
の
収
集

と
そ
の
分
析
を
地
道
に
行
って
お

り
ま
す
。こ
れ
ら
の
研
究
成
果
の

一端
を
専
門
教
育
に
反
映
さ
せ
る

よ
う
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　

研
究
室
で
論
文
を
執
筆
し
た

り
、学
術
書
籍
や
学
術
論
文
に

目
を
通
し
た
り
、思
索
に
ふ
け
っ

て
い
た
り
、な
ど
す
る
と
、ピ
ア
ノ

の
音
が
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
聞
こ

え
て
く
る
た
び
に
、贅
沢
な
環
境

に
い
る
こ
と
を
改
め
て
思
い
知
ら

さ
れ
ま
す
。

作
品
で
も
、そ
ん
な
存
在
が
い
い

仕
事
を
し
て
い
る
も
の
ほ
ど
、奥

深
い
味
わ
い
が
生
ま
れ
る
と
思
い

ま
す
。コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
持
っ
て
い

る
、そ
ん
な
奥
深
さ
に
惚
れ
込
ん

で
今
に
至
り
ま
す
。こ
の
楽
器
の

演
奏
技
術
は
、こ
こ
20
年
で
め
ざ

ま
し
く
進
化
し
て
い
ま
す
。ど
ん

な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
に
お
い
て
も

融
合
で
き
る
多
様
性
、ソ
ロ
楽
器

と
し
て
の
知
ら
れ
ざ
る
魅
力
と
そ

の
可
能
性
、コ
ン
ト
ラ
バ
ス
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
や
弦
楽
合
奏
で
の
響
き
の



message
退任教員紹介

美
術
学
部
彫
刻
専
攻

大
塚 

道
男 

お
お
つ
か
・
み
ち
お

　

長
久
手
周
辺
の
景
観
は
40
年

前
の
入
学
時
と
は
大
き
く
様
変

わ
り
し
ま
し
た
。こ
の
変
化
を
目

の
あ
た
り
に
し
な
が
ら
、学
生
、

教
員
と
し
て
の
歩
み
が
始
ま
り
、

恩
師
、先
輩
か
ら
の
指
導
を
励
み

に
後
輩
と
な
る
卒
業
生
を
送
り

出
し
、成
長
を
見
届
け
て
こ
ら
れ

た
こ
と
は
こ
の
上
な
い
喜
び
で

す
。長
久
手
の
街
で
、キ
ャ
ン
パ
ス

で
得
た
も
の
は
計
り
知
れ
な
い
も

の
が
あ
り
、こ
こ
で
五
感
を
フ
ル

に
生
か
し
宝
物
を
彫
り
出
す
か

の
よ
う
に
、制
作
の
源
泉
を
探
し

求
め
ま
し
た
。

　

作
る
空
間
は
長
湫
の
森
、展

覧
会
は
上
野
の
杜
。そ
し
て
同
窓

の
仲
間
、学
生
に
助
け
ら
れ
な
が

ら
の一時
で
し
た
。

　

退
任
を
迎
え
三
ケ
峯
の
地
で

新
た
な
制
作
を
始
め
ま
す
。彫

刻
表
現
も
時
代
と
と
も
に
緩
や

か
に
変
化
を
続
け
、そ
の
よ
う
な

影
響
を
受
け
生
み
出
さ
れ
る
作

品
も
多
く
な
る
中
、実
に
近
代

か
ら
進
歩
し
な
い
ま
ま
で
す
が
、

今
少
し
石
と
対
峙
で
き
る
時
を

も
つ
こ
と
に
し
ま
す
。

音
楽
学
部
器
楽
専
攻
ピ
ア
ノ
コ
ー
ス

松
本 

総
一
郎 

ま
つ
も
と
・
そ
う
い
ち
ろ
う

い
進
展
の
渦
中
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。い
ま
、四
半
世
紀
に
及
ぶ
教

員
生
活
を
振
り
返
る
と
、さ
ま

ざ
ま
な
想
い
出
が
脳
裏
を
過
ぎ

り
ま
す
。先
ず
何
よ
り
も
、先
輩

後
輩
を
含
め
て
素
晴
ら
し
い
諸

先
生
方
と
ご
一
緒
で
き
た
こ
と
、

沢
山
の
感
動
や
出
逢
い
が
あ
っ
た

こ
と
で
、多
く
を
学
ば
せ
て
頂
く

　

平
成
5
年
4
月
に
着
任
以

来
、早
く
も
26
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。本
当
に
あ
っ
と

言
う
間
で
し
た
。こ
の
間
、大
学

は
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
ま
し

た
。本
学
は
県
立
芸
大
時
代
の

和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の
時

代
か
ら
、独
立
法
人
化
を
経
て
さ

ら
に
次
の
時
代
へ
と
目
ま
ぐ
る
し

貴
重
な
経
験
を
積
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。音
楽
の
素
晴
ら
し

さ
、美
し
さ
、奥
深
さ
を
今
さ
ら

の
よ
う
に
実
感
し
、本
学
に
奉
職

さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
に
心
か
ら
感

謝
の
念
を
表
す
る
と
と
も
に
、今

後
の
愛
知
県
立
芸
大
の
成
長
と

発
展
を
祈
念
致
し
ま
す
。

美
術
学
部
陶
磁
専
攻

太
田 

公
典 

お
お
た
・
き
み
の
り

　

陶
芸
教
育
は
材
料
で
あ
る
土

石
や
金
属
酸
化
物
の
性
質
と
物

質
の
熱
変
化
を
経
験
と
し
て
知

る
こ
と
で
す
。そ
れ
ゆ
え
十
分
な

経
験
を
積
む
ま
で
制
作
に
も
ど

か
し
さ
を
私
も
覚
え
ま
し
た
。

　

創
作
は
少
し
先
の
時
間
への
想

像
力
で
す
。そ
れ
は
現
在
の
制
作

に
対
す
る
挑
戦
で
も
あ
り
、私
自

身
も
挑
戦
す
る
こ
と
が
学
生
と

「
共
に
創
作
す
る
」教
育
に
な
る

　

創
作
を
目
に
見
え
る
形
や
色

の
み
で
な
く
、印
象
派
が
絵
画
を

科
学
し
て
創
作
に
結
び
付
け
た

よ
う
に
、科
学
の
眼
で
陶
芸
を
創

作
す
る
と
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

起
き
る
か
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
う
少
し
創
作
に

つ
い
て
考
え
、作
品
創
り
に
向

か
い
合
う
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

と
考
え
ま
し
た
。

　

大
学
教
員
に
な
り
学
術
研
究

の
機
会
に
も
恵
ま
れ
、呉
須
の

青
色
を
測
色
計
で
分
類
す
る
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、呉
須
が
ど
の

よ
う
な
元
素
の
割
合
で
構
成
さ

れ
て
い
る
か
を
原
子
レ
ベ
ル
で
分

類
す
る
と
こ
ろ
ま
で
現
在
き
ま

し
た
が
、私
自
身
陶
芸
を
始
め

た
と
き
に
は
考
え
も
し
な
い
こ

と
で
し
た
。
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愛
知
県
立
芸
術
大
学
管
弦
楽
団
第

29
回
定
期
演
奏
会
を
11
月
30
日（
金
）

愛
知
県
芸
術
劇
場
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

で
開
催
し
ま
し
た
。日
本
指
揮
界
の
ト
ッ

プ
の一人
、尾
高
忠
明
氏（
2
0
1
8
年

度
本
学
客
員
教
授
）の
指
揮
で
、モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
交
響
曲
第
39
番
と
R

・

シ
ュ

ト
ラ
ウ
ス
の
交
響
詩「
英
雄
の
生
涯
」を

演
奏
し
ま
し
た
。特
に「
英
雄
の
生
涯
」

で
は
尾
高
氏
の
成
熟
か
つ
漲
る
音
楽
に

学
生
た
ち
が
見
事
に
応
え
た
名
演
と
な

り
ま
し
た
。つ
や
や
か
な
音
で
歌
う
弦

楽
器
、そ
れ
ぞ
れ
の
ソ
ロ
が
光
っ
た
安
定

の
管
楽
器
、大
胆
に
曲
の
本
質
に
迫
っ
た

打
楽
器
な
ど
す
べ
て
が
素
晴
ら
し
い
演

奏
で
し
た
。ま
た
、コ
ン
サ
ー
ト
ミ
ス
ト
レ

ス
を
つ
と
め
た
博
士
前
期
課
程
2
年
の

牧
野
葵
さ
ん
の
曲
中
の
見
事
な
ソ
ロ
は
、

指
揮
者
を
含
め
た
多
く
の
皆
様
か
ら
賞

賛
の
声
が
挙
が
り
ま
し
た
。

  

演
奏
後
舞
台
上
で
尾
高
氏
か
ら「
こ

ん
な
大
学
が
あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ

た
」と
い
う
言
葉
が
客
席
の
笑
い
を
誘
っ

た一
幕
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
こ
ん
な
に

素
晴
ら
し
い
大
学
で
あ
る
こ
と
を
知
ら

な
か
っ
た
」と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
の
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。本
学
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
は
今
ま
で
に
も
数
多
く
の
名

演
を
残
し
て
き
ま
し
た
が
、こ
の「
英
雄

の
生
涯
」は
今
ま
で
で
最
高
の
演
奏
で

あ
っ
た
と
言
って
過
言
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。幸
い
に
も
録
画
に
残
す
こ
と
が

で
き
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
さ
れ
て

い
ま
す
。

文
：
福
本 

泰
之（
音
楽
学
部
長
）

愛
知
県
立
芸
術
大
学
管
弦
楽
団

第
29
回
定
期
演
奏
会

topics
トピックス

　

2
0
1
8
年
度
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト・

イ
ン・レ
ジ
デ
ン
ス
で
は
、次
の
５
名
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
聘
し
ま
し
た
。

美
術
分
野
で
は
ミ
ョン・フ
ェ
イ
エ
ン
氏
、

川
松
康
徳
氏（
11
月
〜
12
月
）を
、音

楽
分
野
で
は
ケ
ヴ
ィ
ン・ケ
ナ
ー
氏（
ピ

ア
ニ
ス
ト・マ
イ
ア
ミ
大
学
フ
ロ
ス
ト
音

楽
校
教
授
、6
月
）、ジ
ュ
リ
ー・カ
ウ
フ

マ
ン
氏（
宮
廷
歌
手・元
ベ
ル
リ
ン
芸
術

大
学
声
楽
科
教
授
、9
月
〜
10
月
）

を
招
聘
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、昨
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
レ

ジ
デ
ン
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
公
募
に
お
い

て
、ヒ
ョ
ナ・ク
ォ
ン
氏（
サ
ウ
ン
ド
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー・版
画
家
、9
月
〜
11
月
）

を
招
聘
し
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や
公
開
レ
ッ
ス
ン
等

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、多
様
な
文
化
や
芸

術
に
触
れ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

教
員
や
学
生
と
交
流
を
深
め
る
こ
と

に
よ
り
、研
究
・
教
育
の
場
と
し
て
の

成
熟
に
繋
が
り
ま
し
た
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン・
レ
ジ
デ
ン
ス

動画配信（https://www.aichi-fam-u.ac.jp/news/topics_005204.html）

1 ミョン氏・川松氏フリートーク
2 ケナー氏公開レッスン
3 カウフマン氏公開レッスン
4 ヒョナ氏アーティスト・トーク

１2

3

4



12

　

2
0
1
8
年
10
月
、愛
知
県
豊
田

市
、み
よ
し
市
、長
久
手
市
を
中
心
と

し
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、ひ
ま
わ
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
大
学
生
情
報
発
信
番
組

「
ダ
イ
ガ
ク
モ
ン
！
」に
本
学
を
取
材
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
ダ
イ
ガ
ク
モ

ン
！
」は
、大
学
の
特
色
や
大
学
生
の
生

活
を
伝
え
る
番
組
で
、こ
れ
ま
で
に
も

愛
知
県
近
郊
の
大
学
を
多
数
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　

取
材
は
10
月
に
行
わ
れ
、本
学
な
ら

で
は
の
講
義
と
し
て
、美
術
で
は
陶
磁

専
攻
の「
陶
磁
実
技
」、音
楽
で
は
大

学
院
声
楽
領
域
の「
オ
ペ
ラ
総
合
演

習
」、弦
楽
器
コ
ー
ス
の「
器
楽
研
究

（
弦・チ
ェロ
）」の
授
業
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。い
ず
れ
の
講
義
も
リ
ポ
ー
タ
ー
に

よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
、一
部
体
験
も
織

り
交
ぜ
る
な
ど
、臨
場
感
の
伝
わ
る
内

容
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、本
学
の
特

色
あ
る
施
設
・研
究
と
し
て
、法
隆
寺

金
堂
壁
画
模
写
展
示
館
と
、普
段
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
、模
写
制
作
現
場

を
撮
影
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
ほ

か
、学
生
へ
の
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
、

リ
ポ
ー
タ
ー
と
各
専
攻
・コ
ー
ス
か
ら

集
ま
っ
た
学
生
の
座
談
会
な
ど
も
あ

り
、本
学
の
魅
力
を
凝
縮
し
た
番
組

に
な
り
ま
し
た
。

　

2
0
1
8
年
9
月
1
日
か
ら
5

日
ま
で
白
木
彰
学
長
、音
楽
学
コ
ー

ス・
安
原
雅
之
教
授
が
ロ
シ
ア
の
サ
ン

ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
を
訪
問
し
、9
月

3
日
に
リ
ム
ス
キ
ー・コ
ル
サ
コ
フ
記
念

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
音
楽
院
に
て

学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

同
音
楽
院
は
1
8
6
2
年
に
創
設

さ
れ
、チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
や
プ
ロ
コ

フ
ィ
エ
フ
な
ど
数
多
く
の
音
楽
家
を

輩
出
し
て
い
る
ロ
シ
ア
の
名
門
音
楽

院
で
す
。

　

2
0
1
9
年
2
月
8
日
に
、同
音

楽
院
オ
ル
ガ
ン
学
部
長
ダ
ニエ
ル・ザ
ラ

ツ
キ
ー
教
授
が
、愛
知
県
芸
術
劇
場

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
の
オ
ル
ガ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
に
出
演
さ
れ
ま
し
た
。多
忙

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
合
間
を
縫
っ
て
本

学
に
も
来
訪
さ
れ
、ロ
シ
ア
に
お
け

る
オ
ル
ガ
ン
文
化
の
歴
史
を
テ
ー
マ

に
し
た
演
奏
付
き
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行

う
な
ど
、本
格
的
な
交
流
が
始
動

し
ま
し
た
。

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
音
楽
院
と
の

学
術
交
流
協
定
締
結

テ
レ
ビ
取
材
　

大
学
生
情
報
発
信
番
組「
ダ
イ
ガ
ク
モ
ン
！
」
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